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WAKON ～和魂～
豊高はあなたの未来づくりをサポートします。

理
学
療
法
体
験

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

生
徒
研
究
発
表
会

8
月
4
～
6
日
に
Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
徒
研
究
発
表
会
が
行

わ
れ
、
3
年
生
3
名
が
課
題
研
究
の
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。
会
場
の
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
に
は
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
２
０
０
を
超
え
る
学
校
の
ポ
ス
タ
ー
が
並
び
、

そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
発
表
を
し
ま
し
た
。

質
疑
応
答
に
も
熱
が
入
り
、
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
校
理
数
科
3
年
生
山
本
真

生
君
は
、
炭
に
関
す
る
研
究
を
昨
年
度
一
年
間
行
い
、

そ
の
成
果
を
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
て
発
表
し
ま
し
た
。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
で

も
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ゼ
ン
を
披
露
し
ま
し
た
。
色
使
い

や
字
の
大
き
さ
に
配
慮
し
た
ポ
ス
タ
ー
は
大
変
見
や

す
く
す
っ
き
り
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
多
く
の
参
加

者
が
ポ
ス
タ
ー
を
写
真
に
収
め
て
持
ち
帰
ら
れ
ま
し

た
。

8
月
5
日
（
水
）
に
理
学
療
法
士
体
験
、
8
月
19
日

（
水
）
～
21
日
（
金
）
の
う
ち
一
日
間
に
ふ
れ
あ
い
看
護

体
験
が
公
立
豊
岡
病
院
で
行
わ
れ
、
1
・
2
年
生
の

希
望
者
14
名
（
理
学
療
法
体
験
4
名
、
看
護
体
験
10

名
）が
参
加
し
ま
し
た
。

理
学
療
法
体
験
で
は
、
施
設
見
学
、
理
学
療
法
士
に

よ
る
実
践
場
面
の
見
学
等
を
行
い
、
ふ
れ
あ
い
看
護
体

験
で
は
、
実
際
に
白
衣
に
着
替
え
、
シ
ー
ツ
交
換
、
脈

拍
・
呼
吸
の
測
定
、
患
者
さ
ん
と
の
会
話
等
の
実
習
を

行
い
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
普
段
の
授
業
で
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

貴
重
な
体
験
が
で
き
、
理
学
療
法
士
、
看
護
師
等
を

目
指
す
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
受
け
入
れ
て

く
だ
さ
っ
た
公
立
豊
岡
病
院
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

豊
高
と
こ
と
ん
ト
ー
キ
ン
グ

SSH
8
月
16
日
（
日
）
、
１
・
２
年
生
の
希
望
者
7
名
が
東

大
院
生
な
ど
の
卒
業
生
4
名
に
来
校
し
て
い
た
だ
き

「
大
学
の
楽
し
さ
」「
高
校
と
大
学
の
違
い
」な
ど
に
つ
い

て
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
、
「オ
ル
ゴ
ー
ル
療
法
」

を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
先
輩
方
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
講
師
と
し
て
大
阪

大
学
名
誉
教
授

畑
田
耕
一

氏
を
お
迎
え
し
、
実
際
に
オ

ル
ゴ
ー
ル
を
聴
い
て
体
温
や

血
圧
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

出
る
か
な
ど
の
検
証
を
行
い

ま
し
た
。

生
徒
に
と
っ
て
は
、
目
標
を

達
成
し
た
先
輩
方
か
ら
多

く
の
こ
と
を
学
び
と
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

夏
休
み
中
に
理
数
科
の
１
、
２
年
生
を
対
象
に
サ
イ
エ

ン
ス
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
年
生
対
象
の
サ
イ
エ

ン
ス
ツ
ア
ー

と
は
、
1
班
5
名
程
度
に
分
か
れ
、
興

味
関
心
に
応
じ
て
６
大
学
７
研
究
室
で
課
題
研
究
型

授
業
に
取
り
組
む
活
動
で
す
。
8
月
か
ら
12
月
の
間
に

実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー

SSH

SSH

Ⅱ

8月3,4日 神戸大

8月20,21日 甲南大

人間発達環境学研究科
「水をくむだけで魚の数が分
かる？～環境DNAを用いた
新しい生物調査法～」

人間発達環境学研究科
「X線天文衛星による

観測データの分析」

工学部化学応用工学科

「高分子化合物を合成し、
特徴の違いを比較する」

理数科1年生が、7班に分
かれて「アゾ色素の合成と
その応用」の実験を行いま
した。 12月に実験結果の
発表会を実施する予定で
す。

大学のビオトープ内の水を採取
し、DNAの数から魚の数を推測
する実験を行いました。

6
日
に
は
本
校
1
、

2
年
生
希
望
者
22

名
が
見
学
に
訪
れ
、

他
校
の
発
表
を
参
観

し
、
質
疑
応
答
を
通

し
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

発
表
し
た
山
本
君

た
ち
三
人
は
、
自
分

た
ち
の
発
表
を
や
り

き
っ
た
こ
と
に
満
足

す
る
と
と
も
に
、
全

国
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に

刺
激
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
見
学
し
た
1
、

2
年
生
は
先
輩
や
全

国
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
の
素

晴
ら
し
い
発
表
を
参

考
に
、
自
分
た
ち
の

課
題
研
究
に
活
か
し

て
く
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

自らの研究成果を説明する山本君全体会（口頭発表）の様子

溶媒（原料を溶かす液体）だけを
変えて、ポリ(NIPAAｍ)という高分
子化合物を同じ方法で合成し、
その性質を比較しました。

Ｘ線天文衛星「すざく」を用いて、
爆発から430年経ったティコの超
新星の残骸から、爆発の平均速
度を計算しました。

8月24,25日 神戸大
サイエンスツアーⅡ サイエンスツアーⅡ

サイエンスツアーⅠ
8月24,25日 徳島大
サイエンスツアーⅡ

フロンティアサイエンス学部
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